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●
中
野
区
会
計
年
度
任
用
職
員

　
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

　会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末

手
当
の
年
間
支
給
月
数
を
引
き

下
げ
る
に
当
た
り
、
規
定
を
改

め
る
も
の
で
す
。

●
中
野
区
立
小
学
校
及
び
中
学

　
校
教
育
職
員
の
給
与
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　小
学
校
及
び
中
学
校
教
育
職

員
の
期
末
手
当
の
年
間
支
給
月

数
を
引
き
下
げ
る
に
当
た
り
、

規
定
を
改
め
る
も
の
で
す
。

●
令
和
２
年
度
中
野
区
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
９
次
）

　歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、
２

億
２
９
７
５
万
４
千
円
を
追
加

し
、
既
定
予
算
と
の
合
計
額
は

１
８
７
９
億
９
５
８
６
万
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
予
算

の
内
容
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
に
係

る
経
費
７
２
４
４
万
３
千
円
、

住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
に
係

る
経
費
１
億
５
７
３
１
万
１
千

円
を
追
加
計
上
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
予
算
の
内
容
は
、
国
庫
支

出
金
、
繰
入
金
を
追
加
計
上
す

る
も
の
で
す
。

●
意
見
書
（
３
件
）

（
内
容
は
次
項
に
掲
載
）

◆
不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用
の 

　
拡
大
を
求
め
る
意
見
書

　政
府
に
お
か
れ
て
は
、
不
妊

治
療
を
行
う
人
々
が
、
今
後
も

安
心
し
て
治
療
に
取
り
組
む
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
早
急
に
取
り
組
む
こ

と
を
強
く
求
め
る
。

１　

不
妊
治
療
は
一
人
一
人
に

最
適
な
形
で
実
施
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
た
め
、
不
妊
治
療

の
保
険
適
用
の
拡
大
に
当
た
っ

て
は
、
治
療
を
受
け
る
人
の
選

択
肢
を
狭
め
る
こ
と
が
な
い
よ

う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
具
体

的
に
は
、
現
在
、
助
成
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
「
人
工
授
精
」

を
は
じ
め
、
特
定
不
妊
治
療
で

あ
る
「
体
外
受
精
」
や
「
顕
微

授
精
」
さ
ら
に
は
「
男
性
に
対

す
る
治
療
」
に
つ
い
て
も
そ
の

対
象
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
。

２　

不
妊
治
療
の
保
険
適
用
の

拡
大
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間

に
つ
い
て
は
、
そ
の
整
合
性
も

考
慮
し
な
が
ら
、
所
得
制
限
の

撤
廃
や
回
数
制
限
の
緩
和
な
ど

既
存
の
助
成
制
度
の
拡
充
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
幅
広
い
世
帯

を
対
象
と
し
た
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
。

３　

不
妊
治
療
と
仕
事
の
両
立

で
き
る
環
境
を
さ
ら
に
整
備
す

る
と
と
も
に
、
相
談
や
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
な
ど
不
妊
治
療
に
関

す
る
相
談
体
制
の
拡
充
を
図
る

こ
と
。

４　

不
育
症
へ
の
保
険
適
用
や
、

事
実
婚
へ
の
不
妊
治
療
の
保
険

適
用
、
助
成
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
こ
と
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
あ
て
〉

◆
犯
罪
被
害
者
支
援
の
充
実
を

　
求
め
る
意
見
書

　

犯
罪
被
害
者
の
権
利
に
対
応

し
て
、
国
は
、
た
ゆ
ま
ず
支
援

施
策
の
充
実
を
進
め
て
い
く
責

務
を
負
っ
て
お
り
、
国
に
お
い

て
は
、
犯
罪
被
害
者
支
援
の
充

実
を
図
る
た
め
次
の
事
項
を
実

施
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１　

犯
罪
被
害
者
が
民
事
訴
訟

等
を
通
じ
て
迅
速
か
つ
確
実
に

損
害
の
賠
償
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
損
害
回
復
の
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
。

２　

犯
罪
被
害
者
等
補
償
法
を

制
定
し
、
犯
罪
被
害
者
に
対
す

る
経
済
的
支
援
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
手
続
的
な
負
担
を

軽
減
す
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と
。

３　

犯
罪
被
害
者
の
誰
も
が
、

事
件
発
生
直
後
か
ら
弁
護
士
に

よ
る
法
的
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
公
費
に
よ
る
被
害
者
支

援
弁
護
士
制
度
を
創
設
す
る
こ

と
。

４　

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者

の
た
め
の
病
院
拠
点
型
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
都

道
府
県
に
最
低
１
か
所
は
設
立

し
、
人
的
・
財
政
的
支
援
を
行

う
こ
と
。

５　

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
犯

罪
被
害
者
支
援
施
策
を
実
施
す

る
た
め
、
全
て
の
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
支

援
条
例
が
制
定
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
こ
と
。

〈
総
務
大
臣
、
法
務
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、
国
家
公
安
委

員
会
委
員
長
あ
て
〉

◆
総
合
支
援
資
金
及
び
緊
急
小 

　
口
資
金
の
特
例
貸
付
の
受
付

　
期
間
延
長
等
を
求
め
る
意
見

　
書　特

例
貸
付
の
受
付
期
間
は
当

初
、
７
月
末
ま
で
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
９
月
末
、
12
月
末

と
二
度
に
わ
た
っ
て
延
長
さ
れ

ま
し
た
。
受
付
期
間
の
延
長
が

多
く
の
国
民
の
暮
ら
し
を
救
う

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

は
「『
個
人
向
け
緊
急
小
口
資

金
特
例
貸
付
』
等
の
償
還
業
務

を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
、
早

期
に
償
還
免
除
の
具
体
的
取
扱

い
を
示
す
と
と
も
に
、
長
期
に

わ
た
り
膨
大
な
償
還
事
務
に
対

応
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た

め
、
必
要
な
事
務
費
を
全
額
財

源
措
置
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の

要
望
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
収
束
は
見
通
せ
ず
、

来
年
に
か
け
、
こ
れ
ま
で
特
例

貸
付
を
利
用
し
て
い
な
か
っ
た

方
も
、
新
た
に
利
用
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、

政
府
に
対
し
、
総
合
支
援
資
金

及
び
緊
急
小
口
資
金
の
特
例
貸

付
の
受
付
期
間
延
長
及
び
事
務

費
の
増
額
を
求
め
ま
す
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
あ
て
〉

　第
４
回
定
例
会
に
お
け
る
陳

情
の
審
議
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
）
内
の
数
字
は
受

理
し
た
年
で
す
。

（
元
）
第
14
号
陳
情　

中
野
区

議
会
傍
聴
に
関
す
る
運
営
ル
ー

ル
の
変
更
と
必
要
な
施
設
整
備

を
求
め
る
陳
情

　
　

賛
成
少
数

第
14
号
陳
情　
「
日
本
政
府
に

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
と
批

准
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

　
　

賛
成
少
数

《
区
民
委
員
会
付
託
》

第
10
号
陳
情　

国
に
対
し
種
苗

法
改
正
の
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

    　

議
案
・
陳
情
の
審
議
に
あ
た

り
、
次
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

《
議
案
》

令
和
２
年
度
中
野
区
用
地

特
別
会
計
補
正
予
算
、
平

和
の
森
小
学
校
移
転
用
地

及
び
道
路
用
地
の
買
入
れ

に
つ
い
て

◆
賛
成
討
論

　

市
川　

し
ん
た
ろ
う（
自
民
）

　
　
　
（
審
議
結
果　

可
決
）

指
定
管
理
者
の
指
定
（
中

部
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
、
南
部
ス
ポ

ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
、
鷺
宮
ス
ポ
ー
ツ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
及

び
鷺
宮
運
動
広
場
）

◆
反
対
討
論

　

近
藤　

さ
え
子
（
無
所
属
）

　
　
　
（
審
議
結
果　

可
決
）

《
陳
情
》

中
野
区
議
会
傍
聴
に
関
す

る
運
営
ル
ー
ル
の
変
更
と

必
要
な
施
設
整
備
を
求
め

る
陳
情

◆
反
対
討
論

　

加
藤　
　

た
く
ま　
（
自
民
）

　

木
村　
　

広
一　
　
（
公
明
）

　
　
（
審
議
結
果　

不
採
択
）

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
の
署
名
と
批
准
を

求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

◆
賛
成
討
論

　

い
さ　
　

哲
郎　
　
（
共
産
）

　

石
坂　

わ
た
る
（
無
所
属
）

◆
反
対
討
論

　

白
井　

ひ
で
ふ
み
（
公
明
）

　
　
（
審
議
結
果　

不
採
択
）

閉
会
中
の
委
員
会
の
動
き

令
和
2
年
10
月
〜
11
月

▼
総
務
委
員
会

　11
／
17　

報
告
11
件
を
聴
取

▼
区
民
委
員
会

　

11
／
9　

報
告
３
件
を
聴
取

▼
厚
生
委
員
会

　

10
／
30　

報
告
12
件
を
聴
取

▼
子
ど
も
文
教
委
員
会

　

11
／
6　

渋
谷
区
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

　

育
シ
ス
テ
ム
「
渋
谷
区
モ
デ

　

ル
」
導
入
に
つ
い
て
の
視
察

　

11
／
9　

報
告
５
件
を
聴
取

▼
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
調
査
特

　
別
委
員
会

　

11
／
5　
「
特
別
区
に
お
け

　

る
児
童
相
談
所
の
設
置
」
に

　

つ
い
て
学
習
会
を
開
催
、
報

　

告
２
件
を
聴
取

▼
議
会
運
営
委
員
会

　

11
／
12  

第
４
回
定
例
会
の

　

日
程
な
ど
を
協
議

　

11
／
19　

第
４
回
定
例
会
の

　

招
集
日
の
確
認
や
日
程
な
ど

　

を
協
議

今
後
の
議
会
日
程

　

現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
議
会

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
第
１
回
定
例
会
（
予
定
）

　
　
　

２
月
15
日
～
３
月
23
日

●
閉
会
中
の
委
員
会

　

総
務
委
員
会　
　

１
月
22
日

　

厚
生
委
員
会　
　

１
月
15
日

　

建
設
委
員
会　
　

２
月
５
日

　

子
ど
も
文
教
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
２
日

　

中
野
駅
周
辺
整
備
・
都
市
観

　

光
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
29
日

　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
調
査
特

　

別
委
員
会

１
月
26
日

　

交
通
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
25
日

　

議
会
運
営
委
員
会

              　
　
　

２
月
１
日

　

議
会
日
程
は
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

中
野
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
区
議
会
事
務
局
へ
。

議
員
提
出
議
案

審
議
結
果

陳
情
の

不   

採   

択

継
続
審
査

議
案
・
陳
情
に

対
す
る
討
論

第 4 回
定例会

可
決
し
た

意
見
書

（要旨）

本区に視察来訪した議会一覧　
（令和２年４月～令和２年 12月）

　中野区には、全国の自治体の議会（委員会・会派・議員）が施策調査の
ため視察に訪れています。

視察日 議会名 調査項目

令和 2 年 7 月 8 日 東京都国分寺市議会   赤外線サーモグラフィーに
  ついて

　　　　　　                                                                                         【○：賛成　×：反対】
 会派名等　

　　　　　　　　　　　（議員数）

件    名

自

民
(8)

立

憲
(9)

公

明
(8)

共

産
(6)

都
フ
ァ
(2)

無
所
属

（8）

結

果

区長提出議案

指定管理者の指定について（もみじ山
文化センター、野方区民ホール及びな
かの芸能小劇場）

○ ○ ○ ○ ○ ○× 可決

指定管理者の指定について（中部スポー
ツ・コミュニティプラザ、南部スポーツ・
コミュニティプラザ、鷺宮スポーツ・コ
ミュニティプラザ及び鷺宮運動広場）

○ ○ ○ ○ ○ ○× 可決

陳情

中野区議会傍聴に関する運営ルールの
変更と必要な施設整備を求める陳情 × ○ × ○ × ○× 不採択

「日本政府に核兵器禁止条約の署名と
批准を求める意見書」の提出を求める
陳情

× ○ × ○ × ○× 不採択

※会派等の略称〔自民：自由民主党議員団、立憲：立憲民主党・無所属議員団、公明：公明党議員団、
   共産：日本共産党議員団、都ファ：都民ファーストの会中野区議団、無所属：無所属議員〕
   議員数は議長を除く。無所属議員については、会派と同様の扱いで掲載しています。

意見の分かれた案件（第 4回定例会）


